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平
野
龍
起
は
、熊
本
市
議
会
副
議
長
、議
長
を

含
め
市
議
会
議
員
を
五
期
二
十
年
務
め
た
後
、熊

本
市
長
に
就
任
。太
平
洋
戦
争
が
最
も
厳
し
い
と

き
熊
本
市
の
た
め
に
休
む
こ
と
な
く
働
き
続
け
、

終
戦
直
前
の
熊
本
大
空
襲
の
日（
終
戦
の
五
日

前
）に
他
界
。妻
松
枝
は
、戦
災
で
悲
惨
な
状
況
に

あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
助
け
よ
う
と
、昭
和
二
十

一
年
に
戦
災
孤
児
収
容
所「
敬
人
童
園
」を
開
設
。

自
ら
園
長
と
な
り
身
寄
り
の
な
い
子
ど
も
た
ち

の
救
済
に
乗
り
出
し
、以
来
昭
和
五
十
五
年
ま
で

児
童
福
祉
活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
。そ
の
間
、市

や
県
の
教
育
委
員
や
人
権
擁
護
委
員
な
ど
も
歴

任
し
幅
広
い
分
野
で
活
躍
。熊
本
県
近
代
文
化
功

労
者
、藍
綬
褒
章
、勲
五
等
宝
冠
章
な
ど
を
受
章
。

鹿
本
町
名
誉
町
民
。二
人
の
長
男
龍
一
は
、第
二

十
二
代
東
京
大
学
総
長
で
勲
一
等
瑞
宝
章
受
章
、

文
化
功
労
者
。
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龍
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・
松
枝
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熊
本
市
の
発
展
に
尽
力
し
た
夫
と
、
戦
災
孤
児
の
救
済
に
生
涯
を
捧
げ
た
妻

（
一
八
八
八
〜
一
九
四
五
）

（
一
八
九
六
〜
一
九
八
五
）

平野 龍起

平野 松枝
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熊本市の発展に尽力した夫と、戦災孤児の救済に生涯を捧げた妻

平野 龍起・松枝
TATSUKI HIRANO  1888〜 1945 & MATSUE HIRANO  1896〜 1985

か
ら
親
し
ま
れ
、
尊
敬
さ
れ
た
龍
起
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
以
来
、

熊
本
市
議
会
議
員
に
当
選
す
る
こ
と
六
期
、
市
民
生
活
向
上
に
尽
力
し
、
昭

和
四
年
（
一
九
二
九
）
熊
本
市
議
会
副
議
長
を
経
て
、
遂
に
市
議
会
議
長
と

な
り
三
期
務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
弁
護
士
や
議
員
で
の
献
身
的
な
働
き
や

経
験
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
第
十
一
代
熊
本
市
長
に
な

り
ま
し
た
。

 

平
野 

龍
起 

生
い
立
ち

平
野
龍
起
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
二
月
十
六
日
、
熊
本
県
鹿

本
郡
来
民
町
（
現
山
鹿
市
鹿
本
町
）
で
、
平
野
勝
蔵
、
う
め
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。

父
勝
蔵
は
、
鹿
本
郡
会
議
員
と
し
て
明
治
二
十
九
年
以
来
当
選
六
期
、
そ

の
間
名
誉
職
参
事
会
員
二
期
、
議
長
二
期
と
い
う
鹿
本
地
方
政
界
の
重
じ
ゅ
う

鎮ち
ん
で

し
た
。

龍
起
は
、
地
元
鹿
本
中
学
校
か
ら
東
京
の
旧
制
第
一
高
等
学
校
に
進
学
、

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
法
学
部
を

卒
業
し
、
弁
護
士
と
な
っ
て
東
京
で
活
躍
し
ま
し
た
。

弁
護
士
か
ら

市
議
会
議
員
へ

龍
起
は
、
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）
帰
郷
し
て
、
熊

本
市
坪
井
で
弁
護
士
を
開
業
し

ま
し
た
。
そ
の
高
い
識し
き
見け
ん
と
人

格
、
洗
練
さ
れ
た
手
腕
が
認
め

ら
れ
熊
本
法ほ
う
曹そ
う
界
に
他
の
追つ
い
随ず
い

を
許
さ
ぬ
光こ
う
彩さ
い
を
放
ち
、
九
州

弁
護
士
会
の
中
心
人
物
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
々

坪井の家

当時の議会風景
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熊
本
市
長
時
代

市
長
に
就
任
し
た
時
期
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
で
、
国
状
・
戦
況
と

も
に
非
常
に
厳
し
く
困
難
な
と
き
で
し
た
。

特
に
戦
況
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
か
ら
は
防
空
体
制
の
強
化
、
戦
争
に

よ
る
被
災
者
の
救
済
・
援え
ん
護ご

活
動
、
さ
ら
に
戦
災
復
旧
事
業
な
ど
目
ま
ぐ
る

し
い
状
況
に
対
応
し
、
一
方
で
は
、
極
め
て
不
安
定
な
市
民
生
活
の
安
定
を

図
る
べ
く
昼
夜
の
別
な
く
公
務
に
奔
走
し
ま
し
た
。

当
時
、
熊
本
市
に
は
伝
染
病
の
「
赤せ
き
痢り

・
疫え
き
痢り

」
が
多
発
し
て
い
て
関

東
・
関
西
か
ら
赴
任
し

て
く
る
役
人
た
ち
は
、

熊
本
に
子
供
を
住
ま
わ

せ
ま
い
と
し
て
単
身
赴

任
が
多
か
っ
た
と
い
う

記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

戦
況
が
い
よ
い
よ
厳

し
く
な
り
予
断
を
許
さ

な
く
な
っ
て
き
た
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）

七
月
一
日
、
熊
本
市
は

大
空
襲
を
受
け
、
医
大

病
院
や
伝
染
病
隔か
く
離り

治

療
の
本
拠
、
市
立
白
川

病
院
も
全
焼
し
、
廃
墟

と
化
し
た
施
設
の
復
旧

と
避ひ

難な
ん
診
療
に
市
は
立

ち
す
く
み
、
ど
ん
底
の

医
療
荒
廃
の
暮
ら
し

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
熊
本
大
空
襲
直
後
か
ら
平
野
市
長
は
赤
痢
が
流
行
す
る
中
、
焼
け
跡
の

整
理
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
休
む
こ
と
な
く
働
き
続
け
て
い
た
龍

起
は
、
七
月
二
十
日
に
大
腸
炎
を
発
病
し
て
お
り
、
八
月
十
日
の
二
度
目
の
熊

本
大
空
襲
の
日
、
五
十
八
才
の
若
さ
で
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
続
け
た
そ
の
尊

い
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
た
め
に
身
を
挺て
い
し
て
働
き
続
け
た
平
野
市
長
で
し

た
が
、
厳
し
い
時
局
を
反
映
し
て
、
彼
の
葬
儀
は
近
親
者
だ
け
が
市
長
室
に

集
ま
り
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
の
み
で
し
た
。
そ
し
て
皮
肉
な
こ
と
に

葬
儀
の
わ
ず
か
三
日
後
の
八
月
十
五
日
に
戦
争
は
終
結
し
た
の
で
し
た
。

終
戦
直
後
は
、
海
外
で
国
の
た
め
に
戦
っ
て
い
た
軍
人
の
復ふ
く
員い
ん
、
外
国
に

熊本市役所の旧庁舎

戦災直後の熊本中心部・昭和 20 年（議会誌 戦前編より）
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平野 龍起・松枝
TATSUKI HIRANO  1888〜 1945 & MATSUE HIRANO  1896〜 1985

住
ん
で
い
た
一
般
の
日
本
人
の
引
き
揚あ

げ
者
が
多
数
押
し
寄
せ
、
国
内
で
は

混
乱
が
続
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
市
民
生
活
の
安
定
化
、
復
旧
、
被
災

者
の
救
済
、
援
護
、
福
祉
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
戦
争

は
終
わ
っ
た
も
の
の
、
占
領
軍
の
出
方
に
つ
い
て
の
見
通
し
も
立
た
な
い
よ

う
な
非
常
に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
急
を
要
す
る
後

任
の
市
長
選
び
は
大
変
難な
ん
航こ
う
し
た
そ
う
で
す
。

 

平
野 

松
枝 

生
い
立
ち

平
野
松
枝
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
十
日
、
熊
本
県
菊
池

郡
隈わ
い
府ふ

町
（
現
菊
池
市
）
で
、
医
師
古
荘
寛
孝
、
か
め
の
四
女
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。

父
寛
孝
は
、
熊
本
の
医
学
校
を
卒
業
し
、
隈
府
町
に
開
業
。
晩
年
は
、
当

時
の
菊
池
郡
の
医
師
会
長
を
務
め
「
城
北
の
名
医
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
保
険
制
度
も
な
い
そ
の
時
期
、
寛
孝
は
診
察
代
や
薬
代
を
払
え
な
い

患
者
に
は
特
に
催
促
も
せ
ず
、
「
あ
そ
こ
は
よ
ほ
ど
き
つ
い
の
だ
ろ
う
」
と

見
過
ご
し
て
い
た
た
め
生
活
に
余
裕
も
な
か
っ
た
い
う
こ
と
で
し
た
。

松
枝
は
、
隈
府
尋じ
ん
常じ
ょ
う

小
学
校
卒
業
後
、
旧
令
の
高
等
小
学
校
に
進
み
ま
し

た
が
家
庭
の
事
情
で
栃
木
県
宇
都
宮
の
小
学
校
に
編
入
、
卒
業
。
そ
の
後
、

県
立
宇
都
宮
高
等
女
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
途
中
で
県
立
熊
本
高
女

（
現
在
の
第
一
高
校
）
に
転
校
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
卒
業
生
総
代

と
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。
熊
本
市
内
の
高
校
で
過
ご
し
た
こ
と
は
、
後
で
同子どもの頃の写真（左端）

家族の集合
昭和 18 年　自宅の庭にて

龍
起

龍
一

百
合
子

哲
郎

幸
子

み
し
お

秀
夫

松
枝
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市
内
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
松
枝
に
と
っ
て
親
し
い
同
窓
の
友
達
を
得
ら

れ
有
意
義
な
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
寄
宿
舎
で
は
、
百
畳
敷
き
の

大
広
間
に
五
十
人
で
寝
起
き
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

高
校
卒
業
後
は
、
菊
池
市
の
実
家
に
帰
り
家
事
手
伝
い
や
裁
縫
な
ど
に
励

み
滅
多
に
外
出
も
せ
ず
よ
く
働
い
て
い
た
と
自
伝
に
書
い
て
い
ま
す
。

夫
、
龍
起
と
の
出
会
い
、
結
婚

そ
ん
な
あ
る
日
、
友
達
か
ら
芝
居
見
物
に
誘
わ
れ
て
何
気
な
く
行
っ
た
時

に
、
将
来
の
夫
と
な
る
龍
起
が
松
枝
の
す
ぐ
後
の
席
に
い
て
彼
女
を
観
察
し

て
い
た
そ
う
で
、
後
日
仲
人
を
立
て
て
結
婚
を
申
し
込
ん
で
こ
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
第
一
回
目
の
申
込
み
は
、
龍
起
が
ま
だ
東
京
大
学
三
年
生

と
い
う
こ
と
で
「
ま
だ
学
生
の
く
せ
に
嫁
を
も
ら
う
な
ん
て
」
と
松
枝
の
父

が
断
り
ま
し
た
。
龍
起
の
方
で
は
、
断
ら
れ
た
で
は
面
目
が
つ
ぶ
れ
る
と
ば

か
り
、
町
長
や
議
員
・
町
の
有
力
者
な
ど
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
結
婚
を

勧
め
に
来
ら
れ
、
遂
に
父
も
了
解
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

数
え
で
十
八
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
松
枝
は
、
憧あ
こ
がれ
の
東
京
で
暮
ら
せ
る

と
い
う
こ
と
が
気
に
入
り
、
ま
る
で
旅
行
に
で
も
行
く
よ
う
な
気
持
ち
で
承

知
し
た
そ
う
で
す
。
芝
居
小
屋
の
件
か
ら
四
ヶ
月
後
の
こ
と
で
し
た
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
龍
起
は
大
学
三
年
の
冬
休
み
、
松
枝
は
県
立
高

女
を
卒
業
し
た
年
の
終
わ
り
に
、
二
人
は
鹿
本
町
来
民
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま

し
た
。
当
時
の
し
き
た
り
に
則の
っ
とり
、
菊
池
市
の
松
枝
の
実
家
か
ら
来
民
の
平

野
家
ま
で
二
十
数
台
の
人
力
車
の
行
列
を
つ
く
り
、
う
す
暗
く
な
っ
た
夕
暮

れ
に
提
灯
を
点
け
た
そ
の
様
子
は
ま
る
で
「
き
つ
ね
の
嫁
入
り
」
の
よ
う

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
夜
到
着
し
て
か
ら
三
日
間
宴
会
が
続
き
、
親

族
や
知
人
、
近
所
の
人
た
ち
の
接せ
っ
待た
い
や
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
で
ク
タ
ク
タ
に
疲

れ
た
結
婚
式
で
、
「
何
を
ど
う
し
て
い
い
や
ら
、
人
か
ら
言
わ
れ
る
ま
ま
に

人
形
の
よ
う
に
過
ご
し
た
」
と
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

翌
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
一
月
か
ら
の
東
京
で
の
結
婚
生
活
は
、
一

戸
建
て
を
借
り
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
大
学
の
同
級
生
な
ど
が
毎
日
の
よ
う

に
訪
れ
、
後
で
は
龍
起
の
末
弟
も
同
居
し
て
大
変
賑
や
か
な
毎
日
で
し
た
。

し
か
し
、
生
来
楽
天
的
な
性
格
の
松
枝
は
、
そ
ん
な
雰
囲
気
に
も
合
っ
た
よ

う
で
特
に
い
や
な
思
い
出
で
も
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。

後
に
、
「
自
然
に
男
の
人
た
ち
の
考
え
方
や
付
き
合
い
と
い
う
も
の
が
呑の

み
込
め
た
し
、
学
生
と
い
う
、
若
く
進
歩
的
な
考
え
の
お
友
達
と
の
お
付
き

合
い
の
中
で
私
自
身
の
物
の
考
え
方
・
見
方
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
」
と

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
し
て
四
年
目
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
長
女
京
子
誕
生
。
待
ち

望
ん
で
い
た
の
で
二
人
は
も
ち
ろ
ん
、
郷
里
の
両
親
た
ち
も
大
変
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

郷
里
熊
本
で
の
生
活

育
児
に
追
わ
れ
て
い
た
頃
、
実
家
の
父
が
脳の
う

血け
っ

栓せ
ん
で
倒
れ
、
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）
四
月
、
ま
だ
五
ヶ
月
の
長
女
を
連
れ
て
三
人
で
郷
里
熊
本
に
帰

り
、
来
民
で
両
親
や
そ
の
ほ
か
の
家
族
と
一
緒
に
半
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
、
後
に
東
京
大
学
総
長
と
な
る
長
男
龍
一
が
誕

生
し
ま
し
た
。

夫
妻
は
子
宝
に
恵
ま
れ
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
二
女
百
合
子
、
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）
二
男
哲
郎
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
女
幸
子
、

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
男
秀
夫
が
生
ま
れ
、
仕
事
も
充
実
し
て
賑に
ぎ
や
か

な
家
庭
生
活
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
世
界
の
情
勢
は
悪
化
し
、
日
本
も
徐
々
に
戦
争
へ
と
突

き
進
み
、
遂
に
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
、
太
平
洋
戦
争
が
勃ぼ
っ
発ぱ
つ
、

多
く
の
戦
争
被
害
者
を
出
す
の
で
し
た
。
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翌
昭
和
十
七
年
、
長
男
の
龍
一
も
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
と
同
時

に
同
学
部
助
手
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
翌
日
に
臨
時
召
集
で
入
隊
。
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
終
戦
の
年
ま
で
の
約
三
ヶ
年
間
、
二
十
歳
代
前
半

の
尊と
う
とい
時
期
を
軍
務
に
就
い
て
過
ご
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
は
、
松
枝
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
苦
し
い

年
で
し
た
。
八
月
に
市
長
を
し
て
い
た
夫
龍
起
を
亡
く
し
、
更
に
十
月
に
は
、

二
女
百
合
子
も
病
気
で
失
う
と
い
う
大
き
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
世
情
も
、
家
庭
も
大
変
不
安
定
な
時
で
も
、
松
枝
は
、
戦

災
に
よ
り
悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
た
町
の
子
ど
も
た
ち
を
何
と
か
守
り
、
助
け

な
け
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
、
戦
災
孤
児
収
容
所
「
敬け
い
人じ
ん
童ど
う
園え
ん
」

を
開
設
。
自
ら
園
長
と
な
り
身
寄
り
の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
救
済
に
乗
り
出

し
た
の
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
生
活
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
境
遇
の
中
で
、
人

の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
松
枝
の
崇す
う
高こ
う
な
心
に
は
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

童
園
は
、
同
年
十
月
「
藤
崎
台
童
園
」
と
改
称
し
、
本
格
的
な
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
一
月
、
松
枝
は
県
知
事
よ
り
県
児
童
福
祉

審
議
会
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
委
員
長
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
同
時
期

に
、
熊
本
地
方
裁
判
所
な
ら
び
に

家
庭
裁
判
所
調
停
委
員
と
参さ

ん
与よ

員
、

翌
年
は
熊
本
地
方
裁
判
所
司
法
委

員
を
歴
任
、
い
よ
い
よ
活
躍
の
場

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

童
園
は
、
翌
二
十
四
年
三
月
に

財
団
法
人
と
な
り
松
枝
は
理
事
長

兼
園
長
と
し
て
園
の
運
営
に
尽
力

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
た
松
枝
は
、

昭
和
二
十
四
年
だ
け
で
も
、
県
職

業
安
定
審し
ん
議ぎ

会か
い
委
員
、
県
教
職
適

格
審
査
委
員
、
人
権
擁よ
う
護ご

委
員
、

な
ど
の
大
事
な
仕
事
を
任
さ
れ
、
県
の
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会
長
の
職

も
果
た
し
て
い
た
の
で
し
た
。

二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、
県
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
、
熊
本
家

庭
調
停
協
会
副
会
長
、
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
、
熊
本
日
米
文
化
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
、
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
熊
本
市
教
育
委
員
会
委

員
に
な
り
ま
し
た
。
（
三
十
四
年
に
熊
本
県
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
）

こ
の
よ
う
な
社
会
貢
献
に
対
し
、
三
十
一
年
に
県
知
事
よ
り
「
社
会
事
業

功
労
賞
」
を
、
ま
た
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
は
、
熊
本
日
日
新
聞
社
長

よ
り
「
熊
日
社
会
賞
」
を
授
与
さ
れ
、
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
福
岡

高
等
裁
判
所
長
官
表
彰
、
そ
し
て
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
は
藍ら

ん
綬じ
ゅ
褒ほ
う
章し
ょ
う

を
受
章
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
児
童
福
祉
に

対
す
る
功こ
う
績せ
き
に
対
し
厚
生
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
翌
四
十
四
年
に
は

熊
本
市
政
功
労
者
と
し
て
、
熊
本
市
長
よ
り
表
彰
、
翌
四
十
五
年
に
は
、
郷

里
鹿
本
町
の
名
誉
町
民
に
推
さ
れ
、
遂
に
は
勲
五
等
宝ほ
う
冠か
ん
章し
ょ
うも
受
章
し
た
の

で
し
た
。

昭和初期の婦人運動に参加。後列左が松枝、前列右が市川房枝

昭和 45 年 4 月（童園にて）
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五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
は
、
「
熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
」
と
し
て

県
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
本
当
に
、
幅
広
い
分
野
で
、
献け
ん
身し
ん

的て
き
に
社
会
に
貢
献
し
た
松
枝
の
業
績
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月
、
松
枝
は
生
涯
を
懸か

け
、
長
く
携
わ
っ
て

き
た
童
園
の
園
長
を
、
共
に
歩
ん
で
き
た
尾
里
一
清
氏
に
譲
り
、
理
事
長
と

し
て
残
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
八
十
四
歳
の
時
で
し
た
。

現
在
は
、
理
事
長
に
尾
里
一
清
氏
、
園
長
に
そ
の
妻
裕
子
氏
が
就
任
さ
れ

創
設
者
松
枝
の
遺
志
を
継
い
で
立
派
に
園
を
運
営
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
・
指
導
に
当
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

 

長
男 

平
野 
龍
一 

生
い
立
ち

平
野
龍
一
は
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
九
月
二
十
九
日
、
熊

本
市
内
坪
井
（
現
、
熊
本
市
中
央

区
）
で
、
平
野
龍
起
、
松
枝
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

終
戦
後

戦
後
、
東
京
大
学
に
戻
り
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
法
学
部
助

教
授
に
任
命
さ
れ
、
一
生
懸
命
に
勉
学
・
研
究
に
精せ
い
励れ
い
し
ま
し
た
。
そ
の
努

力
が
認
め
ら
れ
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
龍
一
、
三
十
八
歳
の
時
に

同
学
部
教
授
に
昇
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
法
学
部
、
大

学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
に
お
い
て
、
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
・
刑
事
学
・
裁

判
法
な
ど
の
授
業
を
担
当
し
、
学
生
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
か
ら
二
年
間
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
て
専
門
分
野
の
刑
法
や
裁
判
等
に
つ
い
て
学
ん
で
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

龍
一
は
、
そ
の
よ
う
な
学
術
・
研
究
だ
け
で
な
く
、
学
内
行
政
の
面
で
も
、

手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。
当
時
話
題
と
な
っ
た
「
東
大
紛
争
」
に
際
し
て
も

そ
の
解
決
に
尽
力
し
、
ま
た
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
か
ら
翌
四
十
五

年
ま
で
法
学
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
か
ら
二
年
間
は
、
東
京
大
学
総
長
特
別
補

佐
を
務
め
、
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
四
月
か
ら
四
年
間
、
第
二
十
二
代
東

京
大
学
総
長
と
し
て
大
学
の
運
営
と
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
け
ら

れ
ま
し
た
。

東
京
大
学
で
の
貢
献
の
ほ
か
、
学
外
で
も
活
躍
し
て
お
り
、
日
本
刑
法
学

界
理
事
長
、
国
際
犯
罪
学
会
理
事
、
国
際
刑
法
学
界
理
事
等
を
歴
任
。
他
に
、

法
制
審
議
会
刑
事
法
部
会
委
員
を
始
め
、
監
獄
法
改
正
部
会
、
中
央
精
神
衛

生
審
議
会
、
公
衆
衛
生
審
議
会
、
児
童
福
祉
審
議
会
、
東
京
都
地
方
労
働
委

員
会
、
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
な
ど
の
各
委
員
等
、
幅
広
い
分
野

で
要
職
を
務
め
、
日
本
国
内
に
限
ら
ず
、
世
界
の
平
和
と
発
展
の
た
め
に
多

大
な
る
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
功
績
が
世
に
認
め
ら
れ
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
、
勲

一
等
瑞
宝
章
を
受
章
。
ま
た
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
は
文
化
功
労

者
を
受
賞
し
ま
し
た
。

晩
年
は
、
闘
病
生
活
の
中
で
も
研
究
を
続
け
、
学
者
と
し
て
の
一
生
を
全
ま
っ
と

う
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
七
月
十
六
日
、
享
年

八
十
三
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

立
派
な
父
と
、
母
の
間
に
生
ま
れ
、
育
ま
れ
て
龍
一
も
ま
た
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
尽
く
し
、
数
々
の
業
績
を
残
し
た
素
晴
ら
し
い
人
生
で
し
た
。

長男　平野 龍一
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明
治
二
十
一
年
▼

（
一
八
八
八
）

明
治
二
十
九
年
▼

（
一
八
九
六
）

大
正
二
年

　

 

▼

（
一
九
一
三
）

同

　四
年

　

 

▼

（
一
九
一
五
）

同

　六
年

　
 

▼

（
一
九
一
七
）

同

　七
年

　

 

▼

（
一
九
一
八
）

同

　九
年

　

 

▼

（
一
九
二
〇
）

同

　十
年

　

 

▼

（
一
九
二
一
）

同
十
三
年

　

 

▼

（
一
九
二
四
）

昭
和
二
年

　

 

▼

（
一
九
二
七
）

昭
和
六
年

　

 

▼

（
一
九
三
一
）

昭
和
七
年

　

 

▼

（
一
九
三
二
）

昭
和
九
年

　

 

▼

（
一
九
三
四
）

昭
和
十
二
年 

▼

（
一
九
三
七
）

昭
和
十
六
年 

▼

（
一
九
四
一
）

昭
和
一
七
年 

▼

（
一
九
四
二
）

同
二
十
年

　

 

▼

（
一
九
四
五
）

同
二
十
一
年 

▼

（
一
九
四
六
）

同
二
十
三
年 

▼

（
一
九
四
八
）

同
二
十
四
年 

▼

（
一
九
四
九
）

同
二
十
九
年 

▼

（
一
九
五
四
）

同
三
十
一
年 

▼

（
一
九
五
六
）

同
三
十
二
年 

▼

（
一
九
五
七
）

同
三
十
四
年 

▼

（
一
九
五
九
）

同
三
十
六
年 

▼

（
一
九
六
一
）

同
三
十
七
年 

▼

（
一
九
六
二
）

同
四
十
年

　

 

▼

（
一
九
六
五
）

同
四
十
一
年 

▼

（
一
九
六
六
）

同
四
十
三
年 

▼

（
一
九
六
八
）

同
四
十
四
年 

▼

（
一
九
六
九
）

同
四
十
五
年 

▼

（
一
九
七
〇
）

同
五
十
二
年 

▼

（
一
九
七
七
）

同
五
十
三
年 

▼

（
一
九
七
八
）

同
五
十
五
年 

▼

（
一
九
八
〇
）

同
五
十
六
年 

▼

（
一
九
八
一
）

同
六
十
年 

　▼

（
一
九
八
五
）

平
成
五
年

　

 

▼

（
一
九
九
三
）

同
十
一
年

　
 

▼

（
一
九
九
九
）

同
十
六
年

　

 

▼

（
二
〇
〇
四
）

同
二
十
三
年 

▼

（
二
〇
一
一
）

平
野
龍
起 

鹿
本
町
来
民
（
現
山
鹿
市
）
で
平
野
勝
蔵
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る

松
枝 

菊
池
郡
隈
府
町
（
現
菊
池
市
）
で
、
医
師
古
荘
寛
孝
・
か
め

の
四
女
と
し
て
生
ま
れ
る

平
野
龍
起
と
古
荘
松
枝
結
婚
、
東
京
市
森
川
町
に
住
む

龍
起
、
東
大
法
学
部
卒
業
、
東
京
で
弁
護
士
開
業

長
女
京
子
誕
生

帰
郷
、
熊
本
市
内
坪
井
で
龍
起
、
弁
護
士
開
業

長
男
龍
一
誕
生

龍
起
、
熊
本
市
会
議
員
に
当
選
（
以
後
、
五
期
二
十
年
間
市
議
を

務
め
、
そ
の
間
十
三
年
間
は
副
議
長
と
議
長
）

二
女
百
合
子
誕
生
（
こ
の
年
熊
本
市
電
開
通
）

龍
起
、
県
会
議
員
に
当
選
、
市
議
と
兼
任
、

二
男
哲
郎
誕
生

満
州
事
変
起
こ
る

三
女
幸
子
誕
生

三
男
秀
夫
誕
生

日
華
事
変
始
ま
る

日
米
開
戦

龍
起
、
熊
本
市
長
に
な
る

長
男
龍
一
、
東
京
大
学
卒
業
、
即
日
応
召
入
隊

熊
本
市
大
空
襲

龍
起
、
病
死
（
享
年
五
八
歳
）
終
戦
、
二
女
百
合
子
病

松
枝
、
戦
災
孤
児
収
容
所
「
敬
人
童
園
」
を
開
設

（
十
月
よ
り
「
藤
崎
台
童
園
」
と
改
称
）
園
長
就
任

　

松
枝
、
県
児
童
福
祉
審
議
会
副
委
員
長
、
後
に
委
員
長

松
枝
、
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
調
停
委
員
に

龍
一
東
京
大
学
法
学
部
助
教
授
に
な
る

財
団
法
人「
藤
崎
台
童
園
」と
な
り
、松
枝
、理
事
長
並
び
に
園
長
に
就
任

松
枝
、
県
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
会
長
、
人
権
擁
護
委
員
に

龍
一
、
日
米
交
換
教
授
で
渡
米
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
講
師
に
。
そ

の
後
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
二
年
間
留
学

松
枝
、
熊
本
市
教
育
委
員
会
委
員
に

松
枝
、
県
知
事
よ
り｢

社
会
事
業
功
労
賞｣

授
与
さ
れ
る

龍
一
、
東
京
大
学
法
学
部
教
授
に

松
枝
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
委
員
に

藤
崎
台
保
育
園
併
設

龍
一
、
法
学
博
士
取
得

松
枝
、
熊
本
県
社
会
教
育
委
員

松
枝
、
藍
綬
褒
章
受
章

松
枝
、
厚
生
大
臣
よ
り
感
謝
状
授
与
さ
れ
る

龍
一
、
東
京
大
学
法
学
部
長
に

松
枝
、
鹿
本
町
名
誉
町
民
に
推
さ
れ
る

松
枝
、
勲
五
等
宝
冠
章
を
受
章

龍
一
、
東
京
大
学
総
長
特
別
補
佐
に

松
枝
、
熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

松
枝
、「
藤
崎
台
童
園
」
園
長
を
尾
里
一
清
氏
に
譲
り
理
事
長
の
み

に
な
る

龍
一
、
第
二
十
二
代
東
京
大
学
総
長
に
（
以
後
四
年
間

龍
一
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
に

「
藤
崎
台
童
園
」
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

松
枝
、
死
去 (

享
年
八
九
歳)

龍
一
、
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
章

龍
一
、
文
化
功
労
者
を
受
賞

龍
一
、
死
去
（
享
年
八
三
歳
）

「
藤
崎
台
童
園
」
創
立
六
五
周
年
記
念
式
典

執筆・編集
丸山　信敏　 宮崎　歩
　　　　（ 山 鹿 市 教 育 委 員 会 ）


